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交換反応速度定数（ k）と基質の酵素からの遊離速度定数（ kout）の比（ k/kout）を、見積も
るとともに、交換反応においては、プロトンの引き抜き部位と供与部位が異なる機構を提
案した。さらに、ヒドロゲナーゼの触媒反応が主に反応系内の気液界面近辺で行われてい
ることを見出した。これらの新しい知見は、ヒドロゲナーゼの酵素反応機構の理解に大き
く貢献するもので、今後当該研究分野の基礎研究の発展に加えて、新規の水素合成触媒や
燃料電池への応用等に寄与するものと期待される。また、本装置は、基質を水素とするヒ
ドロゲナーゼのみならず、Ｎ2 やＣＨ4 等を基質とする他の重要酵素の活性定量にも利用で
きると考えられ、応用利用の広い点から極めて重要な成果である。
よって、本論文は博士（理学）の学位論文として価値のあるものと認める。
また、平成３１年１月２９日、論文内容およびこれに関連する事項について試問を行っ
た結果、合格と判定した。

